
新河岸川の桜（昨年3月31日撮影）

新河岸川では、3月26日㈰に「小江戸川越春の舟遊」が行われます。関連記事は2ページ

小江戸川越春まつり：2

新しい斎場、間もなく供用開始です：4

「桜づつみ」を散策しませんか？：6
●「社協だより」が折り込まれています。

●「平成29年度家庭ごみの分け方・出し方」が同時期に配布されます。

＊川越市ホームページ（http://www.city.kawagoe.saitama.jp/）でも、広報川越をご覧になれます。

広 報

川 

越

川越市シンボルマーク

№1386

平成29年3月10日

（毎月10日・25日発行）



　 

川
越
桜
ま
つ
り
…
ボ
ン
ボ
ン
飾
り
で
お

花
見
の
雰
囲
気
を
演
出
。
3
月
19
日
㈰

～
4
月
9
日
㈰
。
喜
多
院
・
蓮
馨
寺
ほ
か
。

　 

川
越
市
園
芸
総
合
展
…
3
月
24
日
㈮
～

26
日
㈰
、
午
前
10
時
～
午
後
4
時
（
最

終
日
は
午
後
3
時
ま
で
）
。
農
業
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
。
　

 

　 

お
よ
げ
鯉こ

い

の
ぼ
く
ん「
夢
を
の
せ
て
」
…

塗
り
絵
こ
い
の
ぼ
り
の
作
成
。
3
月
25

日
㈯
、
午
前
9

時
～
正
午
。
雨

天
時
は
26
日
㈰

に
延
期
。
大
正

浪
漫
夢
通
り
。

作
品
は
、
5
月
14
日
㈰
ま
で
同
通
り
に

飾
ら
れ
ま
す
。

　 

永
島
家
住
宅（
旧
武
家
屋
敷
）庭
園
公
開

…
3
月
25
日
㈯
、
午
前
9
時
～
午
後
4

時
。
三
久
保
町
。
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このほか5月3日㈷～5日㈷には、物産展やステージイベントなどの

フィナーレイベントを開催します！

　乗船には当日午前11時から北公民館

前で配布する整理券が必要です（1人2枚

まで。約700枚配布、なくなり次第終了）。

列は午前9時から整列可。荒天・増水時

等は中止します。なお、ライフジャケ

ットを着用できない乳幼児、泥酔者等

は乗船できません。

日時…3月26日㈰、午前11時30分～午

後5時（要整理券）　乗船場所…新河岸川

河畔（川越氷川神社裏）　経費…無料

小江戸川越春の舟遊

小江戸川越観光事業実行委員会（小江戸川越観光協会内）

イベント案内L050－5548－8686  

＊各イベントの時間・場所は変更になる場合があります。

小江戸川越観光事業実行委員会（小江戸川越観光協会内）

イベント案内L050－5548－8686  

＊各イベントの時間・場所は変更になる場合があります。

3月25日㈯～5月5日㈷

小江戸川越春まつり

　開会式典（蓮馨寺）・川越藩火縄銃鉄砲隊演武・川越鳶
とび

組合はしご乗り・民踊

流し・マーチングバンド・消防音楽隊演奏・小江戸川越太鼓組演奏・大道芸など。

日時…3月25日㈯、午前10時～午後4時　会場…蓮馨寺、一番街、大正浪
ろ

漫
まん

夢通

り、昭和の街（連雀町交差点～仲町交差点・立
たつ

門
もん

前
ぜん

通り）ほか

オープニングイベント

車両通行禁止
3 月 25日㈯

午前 10時～午後 4時

市役所市役所

時の鐘時の鐘

鍛冶町広場鍛冶町広場

熊野神社熊野神社

県道
川越
日高
線

県道
川越
日高
線

札の辻

連雀町

仲町

菓
子
屋
横
丁

菓
子
屋
横
丁

蓮馨寺

日
程
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す

春
ま
つ
り
期
間
内 

併
催
事
業
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春
の
イ
ー
ス
ト
発
酵
大
感
謝
祭
in
川
越

…
醤

し
ょ
う

油ゆ

や
パ
ン
な
ど
の
発
酵
食
品
の
販

売
。
3
月
25
日
㈯
、
午
前
10
時
～
午
後

4
時
。
松
本
醤
油
店
ほ
か
。

　 

小
江
戸
川
越 
江
戸
の
日
…
一
番
街
で

時
代
劇
や
演

舞
を
行
い
ま

す
。
3
月
25

日
㈯
、
午
前

10
時
～
午
後

4
時
。
荒
天

中
止
。

 

　  

昭
和
の
街
で
遊
ぼ
！
「
ど
ん
・
ど
ん
・

呑ど
ん

マ
ル
シ
ェ
」
…
手
作
り
市
や
昭
和
の

遊
び
体
験
。
3
月
25
日
㈯
、
午
前
10
時

～
午
後
4
時
。
荒
天
中
止
。
連
雀
町
交

差
点
～
仲
町
交
差
点
・
立
門
前
通
り
。

　 

昭
和
の
街
・
ま
ち
か
ど
博
物
館
…
レ
ト

ロ
感
あ
る
昭
和
の
品
や
写
真
が
ま
ち
角

な
ど
を
飾
り
ま
す
。
3
月
25
日
㈯
～
5

月
5
日
㈷
、
午
前
10
時
～
午
後
5
時
。

連
雀
町
交
差
点
～
仲
町
交
差
点
・
立
門

前
通
り
。

　 

小
江
戸
タ
イ
フ
ェ
ス
…
タ
イ
を
中
心
と

し
た
ア
ジ
ア
の
文
化
や
魅
力
を
紹
介
。

3
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰
、
午
前
11
時
～

午
後
4
時
。
荒
天
中
止
。
小
江
戸
蔵
里
。

　 

き
も
の
姿
で
市
内
散
策
…
着
物
姿
で
路

地
裏
を
散
策
。
3
月
25
日
㈯
、
午
後
1

時
～
4

時
（
蓮
馨
寺
に
午
後
1

時
集

合
）
。
雨
天
中
止
。

　 

川
越
不
動
蚤の

み

の
市
…
骨こ

っ

董と
う

市
の
開
催
。

3
月
28
日
㈫
・
4
月
28
日
㈮
、
午
前
6

時
～
午
後
3
時
。
成
田
山
川
越
別
院
。

　 

小
江
戸
川
越「
古
地
図
で
め
ぐ
る
桜
と

川
越
城
散
策
」
…
喜
多
院
や
川
越
城
を

紹
介
し
な
が
ら
、
春
を
体
感
。
4
月
1

日
㈯
。
午
前
9
時
30
分
か
ら
3
時
間
程

度
。
荒
天
中
止
。
小
江
戸
蔵
里
集
合
。

4
0
0
人
（
抽
選
）
。
5
0
0
円
（
小
中

学
生
＝
2
0
0
円
）
。
ハ
ガ
キ
に
代
表

者
の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
、
参
加

人
数
を
明
記
し
、
3
月
27
日
㈪
（
消
印

有
効
）
ま
で
に
〒
3
5
0
︲
0
8
2
4

石
原
町
二
丁
目
33
︲
13
・
シ
ル
バ
ー
人

材

セ

ン

タ

ー
（
フ

ァ

ク

ス

可

）

L
2
2
2
︲
2
0
7
5
O
2
2
2
︲

8
9
7
3
。

　  

新
河
岸
川
桜
ま
つ
り
…
地
元
の
方
に
よ

る
芸
能
発
表
。
4
月
2
日
㈰
、
午
前
11

時
～
午
後
3
時
。
雨
天
中
止
。
新
河
岸

川
河
畔
（
北
公
民
館
前
）
。

　 

邦
舞
の
つ
ど
い
…
日
本
舞
踊
・
子
ど
も

舞
踊
・
民
踊
な
ど
。
4
月
2
日
㈰
、
午

前
11
時
～
午
後
4
時
30
分
。
や
ま
ぶ
き

会
館
。 

　 

呑
龍
デ
ー
…
食
品
や
雑
貨
な
ど
の
販

売
。
南
京
玉
す
だ
れ
の
実
演
も
行
い
ま

す
。
4
月
8
日
㈯
、
午
前
8
時
～
午
後

3
時
。
雨
天
中
止
。
蓮
馨
寺
。

　  

小
江
戸
蔵
里
ま
つ
り
…
川
越
グ
ル
メ
の

実
演
販
売
や
雑
貨
の
販
売
。
4
月
15
日

㈯
・
16
日
㈰
、
午
前
11
時
～
午
後
4
時
。

荒
天
中
止
。
小
江
戸
蔵
里
。

　 

菓

子

屋

横

丁

春

ま

つ

り

…

川

越

Cク

リ

ア

ー

L
E
A
R
′

S ズ

の
ラ
イ
ブ
や
大
道
芸

な
ど
。
4
月
15
日
㈯
・
16
日
㈰
、
午
前

11
時
30
分
～
午
後
4
時
30
分
。
菓
子
屋

横
丁
ほ
か
。

　 

居
合
道
演
武
会（
林

は
や
し

崎ざ
き

甚じ
ん

助す
け

重し
げ

信の
ぶ

居
合

道
祖
追
悼
催
事
）
…
4
月
16
日
㈰
、
午

前
9
時
～
午
後
1
時
。
蓮
馨
寺
。

　 

川
越
銭
洗
弁
財
天
縁
日
…
雀
会
に
よ
る

居
囃ば

や

子し

や
御
福
銭
の
無
料
配
布
。
4
月

16
日
㈰
、
午
前
10
時
～
午
後
4
時
（
御

福
銭
の
無
料
配
布
＝
午
前
11
時
、
午
後

3
時
）
。
熊
野
神
社
。

 

　 

川
越
き
も
の
の
日
…
無
料
着
付
け
な

ど
。
4
月
18
日
㈫
、
午
前
10
時
～
午
後

2
時
30
分
。
荒
天
中
止
。
蓮
馨
寺
。

　  

中
福
の
神
楽
…
4
月
19
日
㈬
、
午
後
5

時
～
7
時
30
分
。
中
福
稲
荷
神
社
。

　 

蓮
馨
寺
落
語
会
…
4
月
21
日
㈮
、
午
後

6

時
30

分
～
8

時
30

分
。
蓮
馨
寺
。

1
0
0
0
円
。
未
就
学
児
入
場
不
可
。

蓮
馨
寺
落
語
会
世
話
人
会

L
2
4
4

︲
5
2
7
0
。

　 

川
越
太
鼓
ま
つ
り
「
太
鼓
の
響
IN
カ
ワ

ゴ
エ
」
…
4
月
29
日
㈷
、
午
前
10
時
～

午
後
4
時
。
え
す
ぽ
わ
ー
る
伊
佐
沼
。

　 

ひ
ら
た
舟
乗
舟
体
験
…
菜
の
花
に
囲
ま
れ

舟
運
体
験
。
4

月
29
日
㈷
、
午

前
10
時
～
午
後

3
時
。
荒
天
中

止
。
旭
橋
下
流

（
下
新
河
岸
）。

 

　  

か
わ
ご
え
春
の
農
業
ま
つ
り
…
魚
の
つ

か
み
取
り
や
農
業
体
験
。
4
月
29
日
㈷
、

午
前
10
時
～
午
後
3
時
30
分
。
農
業
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
。

　 

川
越
i い

 

ご

g
o
キ
ッ
ズ
ま
つ
り
…
囲
碁
の

入
門
講
座
や
チ
ー
ム
対
抗
戦
。
5
月
3

日
㈷
、
午
前
10
時
～
午
後
3
時
。
雨
天

中
止
。
大
正
浪
漫
夢
通
り
。

　 

目
指
せ
錦に

し

織こ
り

圭け
い

！ 

集
ま
れ
テ
ニ
ス
キ

ッ
ズ 

チ
ャ
レ
ン
ジ
＆
プ
ロ
コ
ー
チ
レ

ッ
ス
ン
…
ラ
ケ
ッ
ト
の
貸
し
出
し
あ

り
。
5
月
3
日
㈷
、
午
前
10
時
～
午
後

3
時
。
雨
天
中
止
。
大
正
浪
漫
夢
通
り
。

　 

花
ま
つ
り
合
同
法
要
…
5
月
3
日
㈷
、

午
後
1
時
30
分
～
4
時
。
蓮
馨
寺
。

　 

山だ

車し

の
展
示
と
居
囃
子
…
徳と

く

川が
わ

家い
え

光み
つ

の

山
車
の
展
示
と
榎
会
囃
子
連
に
よ
る
居

囃
子
。
5
月
3
日
㈷

･
4
日
㈷
、
午

前
10
時
～
午
後
4
時
。
小
江
戸
蔵
里
。

▼
牛
若
丸
の
山
車
の
展
示
と
居
囃
子
。

5
月
4
日
㈷
・
5
日
㈷
、
午
前
11
時
～

午
後
3
時
。
稲
荷
神
社
（
元
町
一
丁
目
）
。

荒
天
中
止
。



子
育
て
情
報
館

施
設
情
報

保
健
・
健
康

ひ
と 

ま
ち

市
民
相
談
案
内

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

催
し
・
募
集

ニ
ュ
ー
ス

コ
ラ
ム
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業
務
内
容

■
火
葬
業
務

　

ご
遺
体
の
火
葬
は
１
日
18

件
行
い
ま

す
。
ま
た
、
小
動
物（
犬
・
猫
等
）の
火
葬

は
１
日
４
件
行
い
ま
す
。

■
式
場
、
待
合
室
、
霊
安
室
の
貸
出
業
務

　

定
員
30

人
の
家
族
葬
用
小
式
場
２
式

場
、
待
合
室
10

室
、
霊
安
室
４
室
を
利
用

で
き
ま
す
。

各
業
務
の
休
業

● 

1

月
1

日
～
3

日（
全
業
務
）

●
友
引
の
日
の
火
葬
業
務

● 
友
引
の
日
の
前
日
の
通
夜
等
の
式
場
貸

出
業
務

●
友
引
の
日
の
告
別
式
の
式
場
貸
出
業
務

斎
場
の
利
用
者

● 

火
葬
＝

ど
な
た
で
も

● 
式
場
＝

①
死
亡
時
に
市
民
で
あ
っ
た
方

の
葬
儀
を
行
う
場
合
は
ど
な
た
で
も
、

②
死
亡
時
に
市
民
以
外
で
あ
っ
た
方
の

葬
儀
を
行
う
場
合
は
、
葬
儀
を
行
う
方

が
市
民
で
、
か
つ
死
亡
者
の
配
偶
者
ま

た
は
2

親
等
内
の
親
族
の
方

斎
場
の
利
用
の
流
れ

■
予
約
申
し
込
み

　

4

月
1

日
㈯
以
降
の
斎
場
、
市
民
聖
苑

の
予
約
は
3

月
24

日
㈮
、
午
前
9

時
か
ら

開
始
し
ま
す
。
予
約
は
施
設
利
用
日
の
前

日
正
午
ま
で
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

 

電 

話
・
窓
口
…
斎
場
事
務
室（
新
し
い
斎

場
内
）
L
2
2
4
‐
6
1
4
4
（
午
前

9

時
～
午
後
5

時
15

分
）

＊

4

月

1

日

以

降

は

L
2
2
6
‐

0
0
9
0（
午
前
9

時
～
午
後
9

時
）。

イ 

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
…
市
民
聖
苑
葬
儀
の
取

扱
店
等
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
の
許
可

を
受
け
た
業
者
の
み
予
約
可
能
（
24

時

間
受
け
付
け
）

■
死
亡
届
け
の
提
出
、
火
葬
許
可
証
の
受

け
取
り
、
施
設
利
用
の
申
請
・
料
金
の
支

払
い

● 
死
亡
届
け
の
提
出
、
火
葬
許
可
証
の
受

け
取
り
＝
市
民
課
・
市
民
セ
ン
タ
ー
・

南
連
絡
所

＊
事
務
の
取
り
扱
い
が
な
い
時
間
帯
は
、

市
役
所
当
直
業
務
員
室（
本
庁
舎
地
下
1

階
）で
受
け
付
け
ま
す
。

● 
施
設
利
用
の
申
請
・
料
金
の
支
払
い
＝

斎
場
事
務
室（
午
前
9

時
～
午
後
9

時
）

＊
施
設
利
用
前
に
施
設
利
用
の
申
請
お
よ

び
料
金
の
支
払
い
を
行
い
、
施
設
利
用
許

可
書
を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

＊
施
設
利
用
の
申
請
お
よ
び
料
金
の
支

払
い
は
4

月
1

日
以
降
、
受
け
付
け
ま

す
。

■
施
設
利
用
当
日

① 

手
続
き
…
斎
場
事
務
室
に
施
設
利
用
許

可
書
を
提
示
し
、
火
葬
許
可
証
を
提
出

② 

柩
ひ
つ
ぎ

の
搬
入
…
霊
柩

き
ゅ
う

車
か
ら
柩
を
告
別

室
へ
搬
入

③ 

告
別
…
告
別
室
に
て
故
人
と
お
別
れ

（
斎
場
小
式
場
の
利
用
者
は
通
過
）

④ 

入
炉
…
見
送
り
ホ
ー
ル
に
て
柩
を
火
葬

炉
へ
入
炉

⑤ 

火
葬
待
合
…
火
葬
完
了
ま
で
待
合
室
に

て
お
過
ご
し

⑥ 

収
骨
…
収
骨
室
に
て
収
骨

＊
収
骨
後
、埋
葬
許
可
証
を
交
付
し
ま
す
。

受
け
入
れ
時
刻
と
件
数

＊
市
民
聖
苑
の
式
場
を
利
用
す
る
場
合
の

受
け
入
れ
時
刻
は
、
午
前
10

時
30

分
～
午

　
4
月
1
日
㈯
か
ら
供
用
を
開
始
す
る
新
し
い
斎
場
（
以
下
「
斎
場
」
）
に
つ
い
て
利
用
方
法
等
が
決
定
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
施
設
利
用
案
内
・
市
民
聖
苑

葬
儀
取
扱
店
一
覧
・
市
民
聖
苑
葬
儀
料
理
取
扱
店
一
覧
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
は
、
3
月
下
旬
以
降
、
斎
場
・
市
民
聖
苑
や
す
ら
ぎ
の
さ
と
（
以
下
「
市
民
聖
苑
」
）
・
市
民
課

（
本
庁
舎
1
階
）
・
市
民
セ
ン
タ
ー
等
で
配
布
し
ま
す
。

新
斎
場
建
設
推
進
室

L
2
2
4
︲
6
1
4
4

新
し
い
斎
場
、
間
も
な
く
供
用
開
始
で
す

②

至
川
越
市
街

至
川
越
市
街

至
さ
い
た
ま
市

至
さ
い
た
ま
市

国道 16 号国道 16 号

市民聖苑

やすらぎのさと

市民聖苑

やすらぎのさと

 時刻 件数

 午前9時30分 1件

 午前10時 1件

 午前10時30分 2件

 午前11時 2件

 午前11時30分 2件

 正午 2件

 午後0時30分 2件

 午後1時30分 2件

 午後2時 2件

 午後2時30分 1件

 午後3時 1件

所在地…小仙波 786 － 1

電話番号…224 － 6144（4 月 1 日以降は　226 － 0090）

ファクス番号…226 － 7088

新しい斎場

N
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後
1

時
30

分
の
い
ず
れ
か
に
な
り
ま
す
。

 
市
民
聖
苑
葬
儀

　

斎
場
の
供
用
開
始
に
合
わ
せ
、
市
民
聖

苑
で
実
施
し
て
い
る
市
民
聖
苑
葬
儀
お
よ

び
料
理
の
取
扱
制
度
が
斎
場
の
小
式
場
で

も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

葬
儀
内
容
に
つ
い
て
は
、
左
の
「
市
民

聖
苑
葬
儀
の
内
容
」を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
副
葬
品
の
少
量
化
の
お
願
い

　

副
葬
品
と
し
て
バ
ッ
グ
や
衣
類
、
金
属

品
等
を
柩
に
入
れ
る
と
、
ご
遺
体
が
損
傷

し
た
り
、
火
葬
時
間
が
長
く
な
っ
た
り
し

ま
す
。
副
葬
品
の
少
量
化
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
な
お
、
危
険
物（
ス
プ
レ

ー
缶
、
ラ
イ
タ
ー
、
電
池
等
）
は
入
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
可
能
な
限
り
、
木
・
紙
製
の
代

替
副
葬
品
の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

少
量
化
を
お
願
い
し
た
い
副
葬
品
の
例

● 
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
、
ビ
ニ
ー
ル
製
品

（
バ
ッ
グ
、
靴
、
玩
具
等
）

● 
化
学
繊
維
製
品（
厚
手
の
衣
類
、
大
き

な
ぬ
い
ぐ
る
み
等
）

● 
ガ
ラ
ス
製
品（
瓶
、
眼
鏡
等
）

市民聖苑葬儀の内容

　市民聖苑葬儀は、明確な料金体系に基づき、標準的な葬儀を

行うものです。市民聖苑葬儀を利用する場合は、葬儀取扱店に

その旨を伝えてください。金額は税別です。希望によりオプシ

ョン制度をご利用いただけます。

■基本料金（150,000円以内）

①企画運営進行管理料、②安置、納棺、出棺および斎場立ち会

い奉仕料、③霊柩車または搬送車１日間、④司会進行料２日間、

⑤式場設営等人件費、⑥棺
ひつぎ

代、⑦副葬品等一式、⑧位牌等一式、

⑨受付用品一式、⑩骨壺
つぼ

一式

＊棺および骨壺は、大きさにより料金が変わります。

■付帯料金（85,000円以内）

①写真代（カラー）、②会葬礼状、③寝台車代、④枕飾り料、⑤ド

ライアイス１回分、⑥祭壇用盛り物、⑦後飾りおよび仏具一式

■オプション制度（200,000円以内）

　棺、副葬品、骨壺、写真等について、基本料金や付帯料金以

上のものにしたい場合、ご利用いただけます。

　次のものは、市民聖苑葬儀料金には含まれません。

①火葬料等斎場使用料、②市民聖苑使用料、③僧侶等謝礼、

④通夜振舞い、精進落し等飲食代、⑤会葬御礼および香典

返し

小
動
物
火
葬

　

小
動
物
の
火
葬
は
、
一
体
ず
つ
火
葬

を
行
い
焼
骨
は
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き

ま
す
。
小
動
物
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
は

焼
骨
が
残
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

利
用
申
請
時
に
本
人
確
認
書
類（
運

転
免
許
証
、
保
険
証
な
ど
）
が
必
要
で

す
。
な
お
、
小
動
物
待
合
室
前
に
小
動

物
火
葬
利
用
者
の
専
用
駐
車
場
と
入
り

口
を
設
け
て
い
ま
す
。

■
火
葬
の
で
き
る
小
動
物

　

小
動
物（
犬
・
猫
等
、
こ
れ
ら
に
類

す
る
動
物
）で
60
㎏
未
満（
棺
等
の
重
量

を
含
み
ま
す
）。

■
予
約
申
し
込
み

　

予
約
は
3

月
24

日
、
午
前
9

時
か
ら

開
始
し
ま
す
。
予
約
は
施
設
利
用
日
の

前
日
正
午
ま
で
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

電 

話
・

窓

口

…

斎

場

事

務

室

L
2
2
4
‐
6
1
4
4
（
午
前
9

時

～
午
後
5

時
15

分
）

＊
4

月
1

日
以
降
は

L
2
2
6
‐

0
0
9
0（
午
前
9

時
～
午
後
9

時
）。

＊
当
日
の
受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。

＊
1

月
1

日
～
3

日
は
休
業
日
で
す
。

■
火
葬
受
け
入
れ
時
刻
と
件
数

受
け
入
れ
時
刻
…
午
前
9

時
▼
11

時
▼

午
後
1

時
▼
3

時

件
数
…
1

日
4

件

■
搬
入
方
法

　

可
燃
性
の
袋
等
に
入
れ
、
幅
70
㎝
、

高
さ
65
㎝
、
奥
行
1
5
0
㎝
以
内
の

木
箱
や
段
ボ
ー
ル
等
に
入
れ
て
搬
入
し

て
く
だ
さ
い
。
持
ち
込
み
時
は
、
首
輪

等
を
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

■
骨
壺
な
ど
の
用
意

　

焼
骨
を
持
ち
帰
る
た
め
の
容
器（
骨

壺
等
）を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
小
動
物
用
棺
（
紙
製
）
、
骨
壺
の
販
売

　

斎
場
で
は
、
小
動
物
用
の
棺（
紙
製
）

お
よ
び
骨
壺
の
販
売
を
行
い
ま
す
。
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■
火
葬

①
小
動
物
待
合
室
に
来
場

② 

小
動
物
火
葬
申
請
書
の
記
入
、計
量
、

火
葬
料
金
の
支
払
い

③
小
動
物
告
別
室
に
て
告
別

④ 

火
葬（
火
葬
中
は
小
動
物
待
合
室
で

お
待
ち
い
た
だ
き
ま
す
）

⑤
収
骨

＊
施
設
内
覧
会
の
お
知
ら
せ
…
3

月
26

日
㈰
、
午
前
10

時
～
午
後
3

時
（
正
午
～
午
後
1

時
を
除
く
）
に
内
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。
当
日
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

＊
火
葬
料
金
、
式
場
等
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
2

月
10

日
発
行
の
広
報
川
越
5

ペ
ー
ジ
で

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。



仮
徴
収
（
年
金
か
ら
の
差
し
引

き
）
を
行
い
ま
す

国
民
健
康
保
険
税
＝
国
民
健
康
保
険
課

L
2
2
4
︲
5
8
3
3

介
護
保
険
料
＝
介
護
保
険
課

L
2
2
4
︲
5
8
1
7

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
＝
高
齢
・
障
害
医
療
課

L
2
2
4
︲
5
8
4
2

個
人
住
民
税
＝
市
民
税
課

L
2
2
4
︲
5
6
4
0

　
平
成
28

年
度
に
国
民
健
康
保
険
税
・
介

護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・

個
人
住
民
税
が
年
金
か
ら
差
し
引
か
れ
て

い
た
方
は
、
引
き
続
き
4

月
か
ら
仮
徴
収

を
行
い
ま
す
。
差
し
引
き
額
は
平
成
29

年

2

月
と
同
額
で
す
。
た
だ
し
、
個
人
住
民

税
は
平
成
28

年
度
の
公
的
年
金
等
に
係
る

年
税
額
の
6

分
の
1

に
相
当
す
る
額
と
な

り
ま
す
。
各
税
（
料
）
金
は
、
昨
年
中
の
収

入
状
況
を
基
に
6

・
7

月
に
決
定
し
、
通

知
書
を
郵
送
し
ま
す
。
決
定
額
と
仮
徴
収

済
み
額
の
差
額
は
、
10

月
（
介
護
保
険
料

は
8

月
）
以
降
分
で
調
整
し
ま
す
。

こ
ど
も
医
療
費
・
ひ
と
り
親
家
庭

等
医
療
費
が
終
了
す
る
お
子
さ
ん

は
登
録
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

高
齢
・
障
害
医
療
課

L
2
2
4
︲
6
1
9
5

　
平
成
29

年
3

月
31

日
で
、
こ
ど
も
医
療

費
お
よ
び
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
の
受

給
資
格
が
終
了
す
る
お
子
さ
ん
の
う
ち
、

一
定
の
障
害
を
お
持
ち
の
方
は
、
重
度
心

身
障
害
者
医
療
費
支
給
制
度
へ
の
登
録
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
登
録
す
る
こ
と
で
、

引
き
続
き
一
部
負
担
金
な
ど
の
医
療
費
の

助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

＊
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
1

級
で
受

給
資
格
登
録
を
し
た
場
合
、
精
神
病
床
へ

の
入
院
費
用
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

■

登
録
に
つ
い
て

　
対
象
の
方
は
必
要
書
類
を
持
参
の
上
、

高
齢
・
障
害
医
療
課
（
本
庁
舎
2

階
）
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対 
象
者
…
①
身
体
障
害
者
手
帳
1

～
4

級

（
4

級
は
本
人
の
市
区
町
村
民
税
が
非

課
税
の
方
）
、
②
療
育
手
帳
Ⓐ
～
Ｂ
、

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
1

級
の

い
ず
れ
か
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

必 
要
書
類
…

障
害
の
程
度
を
証
明
す
る
も

の
（
身
体
障
害
者
手
帳
等
）
、
健
康
保
険

証
、
本
人
ま
た
は
保
護
者
名
義
の
通
帳

な
ど
振
込
先
口
座
が
分
か
る
も
の
、
印

鑑
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
カ

ー
ド
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
確
認
書
類

（
通
知
カ
ー
ド
等
）
と
本
人
確
認
書
類

（
運
転
免
許
証
等
）

＊
身
体
障
害
者
手
帳
4

級
で
転
入
等
の
理

由
に
よ
り
市
が
課
税
状
況
を
確
認
で
き
な

い
方
は
、
当
時
住
民
登
録
を
し
て
い
た
自

治
体
の
（
非
）
課
税
証
明
書
等
が
必
要
で

す
。

手 

続
き
期
間
…

4

月
3

日
㈪
～
17

日
㈪

（
右
記
期
間
に
手
続
き
を
す
れ
ば
4

月

1

日
㈯
か
ら
助
成
で
き
ま
す
）

＊
4

月
18

日
㈫
以
降
も
手
続
き
は
随
時
可

能
で
す
。
た
だ
し
、
手
続
き
を
し
た
日
以

降
の
医
療
費
が
助
成
対
象
と
な
り
ま
す
。

＊
4

月
17

日
ま
で
に
手
続
き
が
難
し
い
方

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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「桜づつみ」を散策しませんか？

河川課L224－6041

　市内には、東部を流れる荒川、西部から荒川へ流れる入

間川、市中心部から南へ流れる新河岸川など多くの河川が

あり、その総延長は実に約77㎞となります。

　市では、これらの河川が持つ治水や利水の機能に加えて、

堤防を活用した「桜づつみ」を下図の市内7か所に整備し、

身近な水辺環境に桜を植え、市民の皆さんの憩いの場を提

供しています。

　もうすぐ桜の季節です。河川堤防の「桜づつみ」を散策

しながら、身近な春を感じてみてはいかがですか。

西川越駅
西川越駅

入
間
川

保健所保健所

県道川越坂戸毛呂山線
県道川越坂戸毛呂山線

県道川越日高線県道川越日高線

関
越
自
動
車
道

関
越
自
動
車
道県

道
川
越
越
生
線

県
道
川
越
越
生
線

川越総合

地方卸売市場

川越総合

地方卸売市場

安比奈

親水公園

安比奈

親水公園

増形緑地増形緑地

霞ケ関駅
霞ケ関駅

ＪＲ川越
線

ＪＲ川越
線

東武東上線
東武東上線

国
道
２
５
４
号

県
道
川
越
栗
橋
線

城西大学付属

　　川越高校

城西大学付属

　　川越高校

入
間
川

入
間
川

越辺川越辺川

国
道
2
5
4
号

国
道
2
5
4
号

城北埼玉高校城北埼玉高校

蓮光寺蓮光寺

新
河
岸
川

新
河
岸
川

至川越市街至川越市街

南古谷駅南古谷駅
国
道
254号

国
道
254号

九
十
川 ＪＲ川越線ＪＲ川越線

至
川
越
駅

「桜づつみ」が整備され

た場所

＊駐車場はありません。

公共交通機関または自転

車をご利用ください。
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ひ
と 
ま
ち

コ
ラ
ム

環
境
政
策
課

L
2
2
4
︲
5
8
6
6

生
物
多
様
性
を
考
え
よ
う

環
境
に
や
さ
し
い
行
動
を
目
指
し
て 
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皆
さ
ん
は
「
生
物
多
様
性
」
と
い
う
言
葉
を
ご
存
じ
で

す
か
。
生
物
多
様
性
と
は
「
多
種
多
様
な
生
き
物
が
存
在

し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
を
持
ち
、
互
い
に
つ
な
が
り
支
え

合
い
な
が
ら
生
き
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
私
た
ち
の
生
活
は
、
多
様
な
生
き
物
が
関
わ
り
合
う
生

態
系
か
ら
得
ら
れ
る
、
食
料
・
水
・
空
気
な
ど
を
は
じ
め

と
す
る
恵
み
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

人
間
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
よ
っ
て
、
昔
は
ど
こ
に
で
も

い
た
生
き
物
が
い
な
く
な
る
な
ど
、
生
物
多
様
性
は
失
わ

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
保
全
す
る
こ
と
は
、
私
た
ち

の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
ず
は
、

一
人
ひ
と
り
が
日
常
の
暮
ら
し
の
中
で
生
物
多
様
性
と
の

関
わ
り
を
実
感
し
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
行
動
す
る
こ
と

が
保
全
へ
の
第
一
歩
と
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
市
で
は
、
生
物
多
様
性
に
つ
い
て
身
近
に
感
じ
、

理
解
を
深
め
る
た
め
に
、

市
内
の
自
然
観
察
を
取
り

入
れ
た
「
か
わ
ご
え
の
生

き
物
を
た
ず
ね
て
」
と
い

う
講
座
を
毎
年
開
催
し
て

い
ま
す
。

　
私
た
ち
が
ず
っ
と
安
心

し
て
暮
ら
す
た
め
に
は
、

自
然
の
中
の
さ
ま
ざ
ま
な

生
き
物
を
守
っ
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。
未
来
へ
暮
ら
し
や
す
い
環
境
を
つ
な
い

で
い
け
る
よ
う
に
、
生
物
多
様
性
の
大
切
さ
を
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

昨年の「かわごえの生き物をたずねて」
の様子
昨年の「かわごえの生き物をたずねて」
の様子

　先日、江戸東京博物館名誉館長の竹
たけ

内
うち

誠
まこと

先

生の講演を聞きました。講演の要旨は、歴史を

学ぶことは現在をより深く知ることになる、そ

して未来に生かせる知恵にもなるということで

した。江戸時代の庶民生活や経済の実態等につ

いての極めて興味深いお話でした。

　私は次のことが印象に残りました。なお、以

下に記す数字や言説は講演を聞いた私の記憶に

よるもので、必ずしも正確ではありません。

①江戸のまちには長屋が多かった。その理由の

一つは、当時100万人の人口のうち50％を占

める庶民が、江戸のまち全体の約15％の面積

に住んでいたから（全体の70％は武家屋敷、残

り15％は寺社敷地だったそうです）。

②長屋住まいの庶民は必ずしも貧しくはなかっ

た。「宵越しの銭は持たぬ」というのは、江戸

っ子の気
き

っ風
ぷ

のよさを表す言葉であるが、その

背景には、翌日にも確実に仕事があり生活費を

稼げる状況があったという事情がある。

③長屋住まいのおかみさんたちは、昼間亭主が

物売りや大工などの仕事に出掛けると井戸端会

議で自分の亭主の甲
か

斐
い

性
しょう

の無さを嘆きあった

（これは、隣近所の関係を良好に保つ秘
ひ

訣
けつ

であ

ったそうです）。また、盛り場（当時の盛り場と

は浅草の観音様や目黒の不動尊などの寺社仏

閣）へ連れだって出掛け、グルメ巡りのような

ことを楽しんでいたという記録も残っている。

④江戸は、まち全体が経済的に豊かであった。

江戸時代は参勤交代制があり、各藩主は、1年

おきに江戸住まいをしており、藩主がいないと

きも藩主の妻子は江戸に住んでいる。それやこ

れやで年貢収入の約半分は毎年江戸に送られて

江戸で消費されていたから、経済的に豊かなま

ちであった。

　この話を聞いて、昔も今も同様であるように

思いました。現代、首都東京には多くの会社の

本社が集まり、人も財も集中しています。税収

入が潤沢であるので、東京都は日本一財政が豊

かな自治体です。また、公共施設も極めて充実

し、総じて所得水準も高くなっています。人手

不足が深刻な保育士など、多くの若者が東京に

勤務したがります。国は、この状況を変えよ

うと全国の自治体に「まち・ひと・しごと創生

総合戦略」の策定を求めましたが、実現には

極めて多くの課題があることが分かります。
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　これからの季

節、黄色い花を

咲かせ、私たち

の目を楽しませ

てくれる菜の花。春を告げる食材としてもなじみ

が深いですが、実は特定の植物の名前ではなく、

コマツナやハクサイ、ブロッコリーなど、アブラ

ナ科アブラナ属の花の総称です。

　「野菜の種類によって異なる味わいが楽しめま

す。例えば３～５月に出荷されるコマツナの菜の

花は、あくがなくて食べやすいですよ」と話すの

は、食用に菜の花を栽培する長
なが

澤
さわ

一
かず

雄
お

さん（鴨田）。

それぞれの株に栄養が十分に行き渡るように、種

のまき方や肥料の量に気を配っているそうです。

長澤さんに選び方

のこつを伺うと、

「茎が太くて葉が

柔らかいものを選

ぶといいですよ。

新鮮なうちにさっ

とゆでて、少し多めのカラシであえるとおいしい

です」と教えてくれました。

　長澤さんの菜の花は、伊佐沼農産物直売所等で

購入することができます。春の暖かさを感じなが

ら、川越の旬の食材をぜひ味わってみてください。

菜の花

農政課L224－5939

36

菜の花、ブロッコリー、ホウレンソウ、コマツナ、ニンジン、

イチゴ、サトイモ、ゴボウ、サニーレタス、カブ、ダイコン

この時期に市内の直売所などで購入できる主な川越産野菜
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ど
ん
ぐ
り

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
楽
し
め
る
コ

ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
る
と

聞
き
、
東
部
地
域
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
を
訪
ね
ま
し
た
。
南
古
谷
地

域
会
議
主
催
の
「
０
歳
か
ら
の
コ

ン
サ
ー
ト
in

み
な
み
ふ
る
や
」
で

す
。
会
場
で
は
ピ
ン
ク
の
バ
ン
ダ

ナ
を
身
に
付
け
た
地
域
の
皆
さ
ん

が
、
た
く
さ
ん
の
親
子
を
笑
顔
で

迎
え
て
い
ま
し
た
。
音
楽
に
合
わ

せ
て
体
を
動
か
し
た
り
、
チ
ェ
ロ

や
フ
ル
ー
ト
の
音
色
に
聞
き
入
っ

た
り
。「
子
ど
も
に
音
楽
を
聞
か

せ
た
く
て
参
加
し
ま
し
た
。
親
子

で
楽
し
く
過
ご
せ
ま
し
た
」「
身
構

え
ず
に
参
加
で
き
る
の
が
い
い
で

す
ね
」
と
参
加
者
の
皆
さ
ん
。
す

て
き
な
音
楽
と
「
泣
い
て
も
大
丈

夫
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
穏
や
か
な
ま
な
ざ
し

が
、
ほ
っ
と
一
息
つ
け
る
空
間
を

作
り
出
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　
江
戸
天
下
祭
（
神
田
祭
・
山
王
祭
）
の
面
影
を
今
に
伝
え

る
と
い
わ
れ
る
川
越
氷
川
祭
の
山だ

車し

行
事
。
祭
り
で
曳ひ

き

出
さ
れ
る
江
戸
型
山
車
の
人
形
は
、
江
戸
後
期
か
ら
明
治

初
期
に
、
鼠

ね
ず
み

屋や

五ご

兵へ

衛い

、
原は

ら

舟
し
ゅ
う

月げ
つ

、
古ふ

る

川か
わ

長
ち
ょ
う

延え
ん

、
仲な

か

秀
し
ゅ
う

英え
い

と
い
っ
た
江
戸
を
代
表
す
る
人
形
師
に
直
接
注
文
し
て

製
作
さ
れ
た
も
の
ば
か
り
で
す
。
江
戸
の
人
形
の
特
徴
は
、

胡ご

粉ふ
ん

で
真
っ
白
に
塗
ら
れ
硬
く
つ
や
つ
や
し
た
肌
や
、
き

ら
り
と
光
を
反
射
す
る

ガ
ラ
ス
眼
（
玉
眼
）
で

す
。
現
代
で
好
ま
れ
る

か
わ
い
ら
し
い
顔
と
は

異
な
り
、
切
れ
長
で
つ

り
上
が
っ
た
目
を
し
た
浮
世
絵
風
で
、
当
時
の
流
行
や

人
々
の
好
み
、
美
意
識
が
人
形
全
体
に
表
れ
て
い
ま
す
。

　
ひ
な
祭
り
（
上

じ
ょ
う

巳し

の
節
句
）
や
こ
ど
も
の
日
（
端
午
の
節

句
）
に
飾
ら
れ
る
節
句
人
形
も
同
様
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

川
越
で
は
例
年
、
一
番
街
の
蘭ら

ん

山ざ
ん

記
念
美
術
館
や
服

は

っ

と

り部
民

俗
資
料
館
で
江
戸
の
ひ
な
人
形
や
五
月
人
形
が
公
開
さ
れ

て
い
ま
す
。
慶
応
元
年
製
の
服
部
家
の
五
月
人
形
は
、
の

ぼ
り
旗
な
ど
と
と
も
に
三
代
仲
秀
英
の
作
で
、
江
戸
文
化

漂
う
当
時
の
川
越
商
家
の
節
句
行
事
を
今
に
伝
え
て
い
ま

す
。
か
つ
て
江
戸
で
は
、
祭
礼
や
節
句
行

事
等
、
人
々
の
信
仰
や
風
習
に
支
え
ら
れ
、

人
形
が
盛
ん
に
作
ら
れ
ま
し
た
が
、
現
在

の
東
京
に
は
あ
ま
り
残
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
川
越
に
残
る
人
形
に
、
江
戸
の
人
形

文
化
の
面
影
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

幸町山車人形・翁（三代

仲秀英作）

服部家・五月人形服部家・五月人形

ナバナの菜の花ナバナの菜の花
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